
平
成
12
年
度
年
金
額
改
定
の
お
知
ら
せ

平
成
12
年
度
の
主
な
年
金
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。
昨
年
同
様
に
据
え
置
か

れ
ま
し
た
の
で
「
年
金
額
改
定
通
知
」

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
（
満
額
）

８
０
４
、
２
０
０
円

・
障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額

（
１
級
）
１
、
０
０
５
、
３
０
０
円

（
２
級
）

８
０
４
、
２
０
０
円

・
遺
族
基
礎
年
金
の
年
金
額

（
18
歳
未
満
の
子
一
人
の
場
合
）

１
、
０
３
５
、
６
０
０
円

・
老
齢
福
祉
年
金

４
１
２
、
０
０
０
円

免
除
申
請
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
（
自

営
業
、
農
漁
業
）
は
、
自
分
で
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
長
い
加
入
期
間
中
に
は
、

け
が
や
病
気
、
失
業
な
ど
の
理
由
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
本

人
の
申
し
出
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
理
由
に
よ
っ
て
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。）

免
除
さ
れ
る
期
間
は
、
免
除
申
請
を

し
た
前
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

な
お
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
今
年
度

も
継
続
し
て
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方

も
、
忘
れ
な
い
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、

老
後
生
活
の
支
え
で
あ
る
「
老
齢
基
礎

年
金
」
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

万
一
病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
の
「
障
害
基
礎
年
金
」
や
、
母
子

家
庭
に
な
っ
た
と
き
の
「
遺
族
基
礎
年

金
」
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

困
っ
た
と
き
に
は
未
納
に
し
な
い

で
、
市
役
所
の
国
民
年
金
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

（
免
除
）
制
度
の
お
知
ら
せ

今
ま
で
学
生
用
の
免
除
申
請
は
、
世

帯
全
員
の
収
入
に
よ
り
審
査
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
学

生
納
付
特
例
制
度
が
施
行
さ
れ
、
学
生

本
人
の
収
入
の
有
無
に
よ
り
審
査
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

多
く
の
方
の
ご
利
用
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

学
生
特
例
に
か
か
る
期
間
は
、
年
金

受
給
資
格
期
間
（
合
算
対
象
期
間
）
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来
受
け
取
る
年

金
額
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
10
年
前
ま

で
の
学
生
納
付
特
例
期
間
は
保
険
料
が

追
加
納
付
で
き
ま
す
。

ま
た
、
納
付
特
例
（
免
除
）
の
適
用

は
、
申
請
月
の
前
月
か
ら
翌
３
月
ま
で

と
な
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
ご
利
用
の

方
は
至
急
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
・
印

鑑
・
学
生
証
（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○問
市
民
課
国
民
年
金
係

@
２
２
―
１
３
１
２

児
童
手
当
の
認
定
に
つ
い
て
、
平
成

12
年
６
月
分
か
ら
は
「
平
成
11
年
分
の

所
得
額
」
な
ど
に
よ
り
認
定
い
た
し
ま

す
の
で
、
以
前
に
児
童
手
当
の
申
請
を

し
て
所
得
限
度
額
以
上
で
認
定
却
下
と

な
っ
て
い
た
方
は
、
平
成
12
年
５
月
中

に
改
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
加
入
の
方
が
、
会

社
な
ど
に
勤
め
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
特
例
給
付

と
し
て
児
童
手
当
と
同
じ
よ
う
に
手
当

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○問
市
民
課
総
務
係

@
２
２
―
１
３
１
２
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●
介
護
保
険
制
度
っ
て
何
で
す
か
？
●

平
成
12
年
４
月
よ
り
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。介
護
保
険
制
度
は
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
支
え
合

っ
て
い
く
制
度
で
す
。

介
護
保
険
へ
の
加
入
は
、
特
に
手
続

き
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
加

入
者
が
40
歳
に
な
っ
た
時
点
で
、
全
員

が
介
護
保
険
に
加
入
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
へ
加
入
し
て
被
保
険
者
と

な
っ
た
方
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
方
が

第
１
号
被
保
険
者
、
40
歳
以
上
で
65
歳

未
満
の
方
が
第
２
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
と
第
２
号
被
保
険

者
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
条
件
や

保
険
料
の
し
く
み
が
異
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
お
よ
び

健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
が
、

そ
れ
ぞ
れ
第
１
号
、
第
２
号
の
保
険
料

徴
収
の
面
か
ら
介
護
保
険
に
協
力
し
て

い
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
条
件
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
広
報
し
ろ
い
し
４
月

号
と
一
緒
に
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
平
成
12
年
４
月
ス
タ
ー

ト
介
護
保
険
制
度
（
保
存
版
）」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
介
護
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
？
●

保
険
料
の
負
担
方
法
に
つ
い
て
は
、

第
１
号
被
保
険
者
は
市
町
村
ご
と
に
、

所
得
に
応
じ
て
５
つ
の
段
階
で
算
定
し

た
保
険
料
を
、
原
則
と
し
て
老
齢
・
退

職
年
金
か
ら
天
引
き
し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
の
年
間
給
付
額
が
一
定

の
金
額
に
満
た
な
い
方
か
ら
は
天
引
き

を
行
わ
ず
、
介
護
保
険
料
の
通
知
書
と

共
に
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

そ
の
納
付
書
を
使
っ
て
納
め
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者
は
市
町
村
ご
と
で

は
な
く
、
各
被
保
険
者
が
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
組
合
ご
と
に
納
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
保
険
料
も
市

町
村
ご
と
で
は
な
く
、
各
健
康
保
険
組

合
ご
と
に
異
な
っ
た
算
定
方
法
で
決
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
そ
れ
ぞ

れ
の
健
康
保
険
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
円
滑
導
入
の
た
め
の
対
策
は
？
●

介
護
保
険
制
度
は
、
新
し
い
制
度
で

す
か
ら
、
制
度
に
慣
れ
る
ま
で
に
多
く

の
戸
惑
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
戸
惑
い
を
少
し
で
も
軽
減

し
、
介
護
保
険
制
度
を
よ
り
円
滑
に
導

入
す
る
た
め
の
特
別
な
対
策
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の
方
に
は
、
保
険

料
の
軽
減
が
行
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
介
護
保
険
制
度
は
４
月
よ
り
始
ま

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
て
い
く
介

護
保
険
料
の
徴
収
は
半
年
後
の
10
月
分

よ
り
開
始
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
後
１
年
間
は
本
来
の
介
護
保
険
料
の

半
額
を
軽
減
し
て
い
き
ま
す
。（
軽
減

し
た
分
は
国
が
代
わ
っ
て
負
担
し
ま

す
。）こ

の
よ
う
に
、
保
険
料
の
徴
収
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
13
年
10
月
ま
で
、

円
滑
に
導
入
し
て
い
く
た
め
の
「
助
走

期
間
」
を
置
き
ま
す
。

○問
※
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

保
険
課
　
@
２
２
―
１
３
６
１

※
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

税
務
課
　
@
２
２
―
１
３
１
３
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Ｑ．

A
４
月
に
国
保
加
入

の
手
続
き
を
し
ま
し
た
が
、

納
付
書
が
送
ら
れ
て
こ
な

い
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

B
今
回
送
ら
れ
て
き
た
納
付
書
に
、
介

護
保
険
料
は
追
加
さ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
？

Ａ．

A
白
石
市
の
国
保
税
は
８
期
制
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
は
１
期
〜

３
期
分
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
「
暫
定
賦
課
」
と
呼
ば
れ
る
仮
の
税

額
で
、
前
年
度
の
税
額
の
３
／
８
と
な

っ
て
い
ま
す
。「
本
賦
課
」
と
し
て
８

月
に
送
付
す
る
４
期
〜
８
期
分
は
、
確

定
し
た
税
額
か
ら
仮
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
１
期
〜
３
期
分
を
差
し
引
き
、
調

整
し
た
税
額
で
す
。

４
月
に
新
た
に
白
石
市
の
国
保
に
加

入
さ
れ
た
方
は
、
前
年
度
の
税
額
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
４
月
に
は
賦
課
で
き
ま

せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
本
賦
課
を
す
る
と
き

に
確
定
し
た
税
額
を
、
８
月
か
ら
の
５

期
〜
８
期
の
５
回
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

B
今
回
の
通
知
書
の
税
額
は
、
前
述
の

通
り
、
前
年
度
の
税
額
を
基
に
し
て
算

出
し
て
い
る
た
め
、
実
際
に
介
護
保
険

料
に
相
当
す
る
「
介
護
納
付
金
分
」
が

加
算
さ
れ
る
の
は
、
８
月
の
本
算
定
以

降
に
な
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
広
報
し
ろ
い
し
４
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※
５
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
・

固
定
資
産
税
第
１
期
・
軽
自
動
車
税
の

納
付
月
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

○問
税
務
課
　
@
２
２
―
１
３
１
３

Q&A
国保税
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Œ
は
お
問
い
合
せ
先
で
す 

国
民
年
金
か
ら

児
童
手
当
か
ら

所
得
限
度
額
以
上
に
よ
り

認
定
却
下
と
な
っ
て
い
た
方
へ

）

）

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

65歳以上の方の介護保険料 

国が負担 本来の保険 

半額徴収 料額を徴収 

2000年4月 10月 

1／2

本来の保険料 

2001年4月 10月 2002年4月 10月 

新
し
い
公
園
が
で
き
ま
し
た

乳幼児を持つお母さんや地元自治会・老人クラ

ブ、碧水園利用者などの皆様によるワークショッ

プをもとに整備していました公園が開園しました。

乳幼児向けの遊具、駐車場としても利用できる

ゲートボール場、身障者対応多目的トイレ、駐車

場を整備しており、乳幼児やお母さん、おばあち

ゃんなどがふれあえる公園です。

●乳幼児用「つくし公園」（碧水園向かい）

夜間照明付きテニスコート（砂入り人工芝）４

面、コンビネーション遊具、身障者対応多目的ト

イレ、駐車場を整備しました。

特に、コンビネーション遊具は、小学生低学年

以下の子供が利用しやすいものを設置しましたの

で、ぜひご利用ください。（テニスコートの使用申

請は、都市計画課@22-1325へ）

●益岡公園（野球場西側）


